
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１６１０１

挑戦的萌芽研究

2015～2013

妊婦歯科口腔保健を推進するための産科・歯科連携システムの構築

Construction of obstetrics and dentistry cooperation system to promote oral health 
for pregnant woman

７０１８９８０１研究者番号：

日野出　大輔（HINODE, Daisuke）

徳島大学・大学院医歯薬学研究部・教授

研究期間：

２５６７０８９３

平成 年 月 日現在２８   ５ ３１

円     2,800,000

研究成果の概要（和文）： 徳島大学病院の妊婦歯科健康診査受診者85名を対象に妊娠期の歯周状態と低体重児出産と
の関連性について調査した。その結果，低体重児出産との有意な関連項目として妊婦の「歯周ポケット4mm以上」およ
び「口腔内の気になる症状」が認められた。徳島県N市での無料妊婦歯科健康診査受診者250名を対象とした断面調査で
は、定期的な歯科健康診査受診者は未受診者と比較して歯や口の状態は良好で、望ましい口腔衛生習慣が認められた。
更に徳島県歯科医師会の開催するプレママ教室参加者453名を対象とした質問紙調査から、同事業は受講者の望ましい
歯科保健行動に繋がる可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）： The aim of study included 85 pregnant woman who referred to Tokushima University 
Hospital was to investigate the relationship between periodontal status of pregnant women and low birth 
weight. The result showed that "periodontal pocket depth >=4 mm)" and "complaints or discomfort related 
to the oral cavity" of pregnant women were significantly associated with low birth weight babies. The 
cross-sectional study was performed for 250 pregnant women who received a free oral examination supported 
by N city in Tokushima prefecture. It revealed that there were associations between regular oral health 
check-up and good oral health status or good health habits during pregnancy. In addition, the survey of 
questionnaires were performed against 453 subjects regarding the pre-mother class conducted by Tokushima 
dental association. The results showed that this program might be cause a proper behavioral change for 
participants of pre-mother class.

研究分野：予防歯科学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

低出生体重児は周産期の健康問題だけで
なく，成人期の生活習慣病（非感染性疾患：
NCDs）との関連性が報告されている。我々
は基礎研究において，女性ホルモンが特定の
歯周病原細菌の増殖や歯肉の炎症に関与し，
更には妊婦を対象とした臨床研究において,

これらを支持する結果を得た（Yokoyama, 

Hinode, et al. Oral Microbiol Immunol 

23:55-59, 2008）。また、海外の疫学研究から，
歯周病を有する妊婦では低体重児出産を引
き起こす傾向が示されている。しかし，口腔
内の有病症状が受診行動には繋がっておら
ず（十川, 日野出他，日本歯科衛生学会誌 4: 

50-57，2009），新生児出生数と比較して，市
町村の実施する妊婦への歯科保健事業（診
査・指導）受診者は 1/5 に満たず，口腔保健
指導の機会を得ないまま，出産を迎えている
妊婦も多いのが現状である。 

 

２．研究の目的 

本研究課題では、以下の３つの内容を調
査・遂行することを目的とした。(1)徳島大
学病院通院中の妊婦を対象として，妊娠期の
歯周病病態に係わる生活習慣を調査し，低体
重児出産に深く関連する要因を分析する。
(2)徳島県内妊婦への口腔保健に関する知
識・生活習慣のアンケート調査および N市に
て実施している無料妊婦歯科健康診査結果
から、生活習慣と口腔内診査結果との関連性
を調査する。(3)産科モデル医院等のプレマ
マ教室において，歯科医院受診行動等に繋げ
る効果的な口腔保健指導モデルを構築する。 

 

３．研究の方法 

(1)妊娠期の歯周病状態と低体重児出産との
関連性 

①対象者 
徳島大学病院に通院中で歯科健康診査を

受けた妊婦 190 名の中から，年齢バイアスを
考慮して 25～34 歳以外の 89 名と，出産時の
状況が確認できなかった 10 名，多胎妊娠し
た 5名，調査時点で喫煙を中止していなかっ
た 1名を除いた 85 名を分析対象とした。 

②アンケートの方法 
調査対象者には，アンケートの目的，主旨

を説明後，アンケートを配布し，同意を得ら
れた者に関してのみアンケートの回収を行
った。アンケート調査では，かかりつけ歯科
医院の有無，口腔内の気になる症状の有無，
歯周病に関する知識，歯周病予防策，歯磨き
指導の経験，補助清掃用具の使用，歯磨きの
回数の変化，食事の回数の変化，食べ物の好
みの変化，喫煙習慣の 10 項目を設定し，選
択肢から回答するように指示した。新生児の
体重，在胎週数は患者の同意をもとに電子カ
ルテから調査し，新生児の体重が 2500ｇ未満
での出産を低体重児出産，在胎週数が 22 週
以降 37 週未満での分娩を早産と定義した。 

③歯科健康診査 

歯科健康診査は，歯科医師 1 名によって，
妊娠週の確認と未処置歯数の有無，CPI
（Community Periodontal index）の診査を
行った。CPI は，個人の CPI はセクスタント
の最大値にて評価した。診査後，すべての対
象者へ歯科保健指導を行った。 
(2)徳島県内妊婦アンケート調査および無料
妊婦歯科健康診査結果の分析 

①対象者 
徳島県内在住の妊婦 1877 名へ口腔保健に

関する知識・生活習慣に関する無記名のアン
ケートを母子健康手帳配付時に実施し、これ
までに報告された低体重児出産に深く関連
するリスク要因の現状を分析した。一方、N
市が実施した無料歯科健康診査事業にて歯
科診療所で歯科健康診査を受けた妊婦のう
ち，アンケート調査について説明し，同意を
得られた 250 名を調査対象とした。 

②アンケートの方法 
口腔内状態，喫煙習慣，歯磨き指導の経験，

歯磨き回数，歯の痛み，口臭，定期歯科健康
診査，歯磨き時の出血，顎の痛み，補助清掃
用具の使用について，選択肢から回答するよ
うに指示した。 

③歯科健康診査 
歯科健康診査は，妊婦が受診した歯科診療

所の歯科医師によって，未処置歯の有無，CPI
および口腔清掃状態の評価を行った。 
(3)プレママ教室アンケート調査 

産科医院や市町村保健センターのプレマ
マ教室において「妊娠期の歯科疾患予防の重
要性」と「赤ちゃんのむし歯予防」について
歯科医師および歯科衛生士が講演形式で集
団保健指導を行う。妊婦の歯科保健に関する
知識とプレママ教室の指導の効果を把握す
るために，参加理由、講演内容の評価、保健
行動の実践、定期歯科健康診査についてなど
の 8項目からなる無記名式のアンケート調査
を行った。 
(4)分析方法 
 妊婦の歯周状態と低体重児出産との関連
性については、交絡因子を考慮するために，
低体重児出産を従属変数とした二項ロジス
ティック回帰分析を行った。定期歯科健康診
査受診群と非受診群に分けた分析やその他
の分析においても、有意水準 5%でχ2検定ま
たは、Fisher の直接確立計算法を用いた。統
計解析には，SPSS Statistics 20（日本 IBM，
東京）を用いた。 
(5)倫理的配慮 

本研究の実施に先立ち，研究内容について，
徳島大学病院臨床研究倫理審査委員会の承
認を得た（承認番号 607，1542）。 
 
４．研究成果 
(1)妊娠期の歯周病状態と低体重児出産との
関連性 

集計の結果，口腔内に気になる症状がある
と答えた者は 61 名（71.8%），CPI = 3 以上（4 
mm 以上の歯周ポケットを有する）の者は 29



対象者：250名 受けている 受けていない

合計 割合(%)

ほぼ満足 91 36.4 38 53

やや不満 147 58.8 31 116

不自由 8 3.2 0 8

不詳 4 1.6 1 3

はい 5 2.0 1 4

いいえ 244 97.6 69 175

不詳 1 0.4 0 1

はい 177 70.8 62 115

いいえ 69 27.6 8 61

不詳 4 1.6 0 4

1回 27 10.8 4 23

2回 123 49.2 32 91

3回 88 35.2 29 59

4回以上 9 3.6 4 5

不詳 3 1.2 1 2

はい 8 3.2 1 7

いいえ 240 96.0 68 172

不詳 2 0.8 1 1

はい 43 17.2 13 30

いいえ 207 82.8 57 150

不詳 0 0.0 0 0

はい 12 4.8 5 7

いいえ 235 94.0 65 170

不詳 3 1.2 0 3

はい 78 31.2 15 63

いいえ 172 68.8 55 117

不詳 0 0.0 0 0

はい 120 48.0 19 101

いいえ 130 52.0 51 79

不詳 0 0.0 0 0

はい 30 12.0 6 24

いいえ 220 88.0 64 156

不詳 0 0.0 0 0

はい 44 17.6 21 23

いいえ 199 79.6 46 153

無回答 7 2.8 3 4

はい 76 30.4 29 47

いいえ 167 66.8 39 128

無回答 7 2.8 2 5

はい 21 8.4 7 14

いいえ 219 87.6 60 159

無回答 10 4.0 3 7

はい 6 2.4 2 4

いいえ 233 93.2 62 169

無回答 11 4.4 4 7

0 30 13.0 17 13

1 33 13.6 12 21

2 69 26.5 11 58

3 101 42.0 27 74

4 17 4.9 3 14

きれい 69 31.5 33 36

普通 147 56.2 34 113

よごれている 28 8.6 3 25

不詳 6 3.7 0 6

なし 160 152.4 56 104

あり 83 79.0 13 70

無回答 7 6.7 1 6

*　統計学的に有意な差が認められた項目

歯ブラシ以外に次の清掃用具をご使用ですか

ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果

歯や口の状態について
どう感じていますか*

たばこを吸いますか

歯ブラシの使い方を
習った事がありますか*

歯
科
健
康
診
査
結
果

CPI*

口腔清掃状態（歯の汚
れ）*

未処置歯*

口臭が気になり、会話が
苦になることがあります
か

口の中に治りにくいでき
ものや、口内炎などが
ありますか

歯が痛んだり、しみたり
することがありますか*

歯ブラシを使った時、血
が出ますか*

口の開閉時に、痛みや
違和感がありますか

歯間ブラシ*

デンタルフロス*

舌ブラシ

ウォーターピック

定期歯科健診

１日何回歯を磨きますか

この半年間、歯の痛み
で仕事に集中できない
ことがありましたか

70名

(28.0%)

180名

(72.0%)

名（34.1%）で CPI = 4 の該当者はなかった。
また，対象者を CPI = 3 の群と，CPI = 0, 1, 
2 の群とに分けてχ2 検定を行った結果，ア
ンケート調査項目のうち，「歯周病に関する
知識」，「食べ物の好みの変化」の項目につい
て有意な関連性が認められた。 

図 1 妊婦の歯周状態と低体重児出産との関連性 

（χ2 検定により*p<0.05）  

 
さらに，図１のように CPI = 3（4mm 以上

の歯周ポケット）の群は CPI = 0, 1, 2 の群
と比較して，低体重児出産の割合が有意に高
く、表 1に示すようにバイアスを考慮した二
項ロジスティック回帰分析の結果，低体重児
出産との有意な関連項目として CPI = 3 およ
び口腔内の気になる症状が認められた。 

 
表1 二項ロジスティック回帰分析*により有意な

オッズ比が認められた低体重児出産のリスク項目 
_________________________________________________ 
項目   オッズ比    95%信頼区間 p 値 
_________________________________________________ 
4mm 以上の 
歯周ポケット   6.62    1.32-33.36 0.02 
 
口腔内の 
気になる症状   5.67    1.17-27.49 0.03 
_________________________________________________ 
* Wald 統計量による変数増加法 

 
以上の結果，わが国においても，妊婦の歯

周状態が低体重児出産のリスクとして関連
することが確認できた。本研究結果は，歯科
医療従事者による妊婦への歯科保健指導の
際の要点として重要であると考えられる。 

 
(2)徳島県内妊婦アンケート調査および無料
妊婦歯科健康診査結果の分析 

徳島県内妊婦アンケート回答者のうち，妊
娠期の歯周病による胎児への影響を知って
いる者は半数に満たなかった。14.6%の喫煙
者のうち、妊娠が判明して禁煙したものは
10.4%にとどまっていた。「歯や口の中で気に
なることがある」と回答した者が 36.7%で、
全体の 1/3以上の妊婦が何らかの気になる口
腔内症状を有している結果となった。 

表 2に N市でのアンケート調査結果を示す。
χ2 検定の結果，歯や口の状態, ブラッシン
グ指導経験，歯の痛み，ブラッシング時の出
血および歯間ブラシ・デンタルフロスの使用
について，定期歯科健康診査を受けている者
は，統計学的に有意な良好な結果が認められ
ている。また，歯科健康診査結果から，CPI,
口腔清掃状態および未処置歯に関しても，定

期歯科健康診査を受けている者は，有意な良
好な結果が認められている。 

 
表2 妊婦の口腔保健と定期歯科健康診査との関係 

 
(3)プレママ教室アンケート調査 

有効回答が得られた 453 名のうち、プレマ
マ教室受講後に 97.6%の者が保健行動を実践
しようと思うと回答した。実践内容では、「自
分が定期健診を受ける」59.8%が最も多く，
次いで、「子供に定期健診を勧める」58.3%、
「自分の生活習慣の改善」41.9%の順であっ
た。それ故，今回の受講を通して歯科保健に
関する理解が深められ、保健行動へと結びつ
く意識の変容が伺われた。 
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